
















































政治社会学』（新曜社 , 1982年）、『政治の詩学─眼の手法』（新曜社 , 1983年）、『政治の
フォークロア─多声体的叙法』（新曜社 , 1988年）、『やさしさの存在証明─若者と制度





















































らば、先生は 1936 年のお生まれだということです。不肖私は 1960 年の生ま














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ォーラムは税制上の優遇措置を得た NPO です。1998 年から活動を開始しま
した。私は代表を今務めています。
　水俣フォーラムを作るときのきっかけになったことが、すごく重要だと思
います。それをお話しますけれども、1996 年、これは水俣病 40 年の年です。
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〈否定〉するのかという途轍もなく重要な問題はあるにせ
よ─比較的容易のように思いますが、何をどのように











































































































































































































































三池の裁判で賠償金を申し立てるときに 1 円を申し立てた人がいた。1 円の
賠償金って何なんだろう。市場的な等価交換という発想じゃあ全くないわけ
ですよ。賠償金として 1 円を要求するっていうのは、心からの謝罪というこ
とにつながっているんだろうと思うんですね。今の現代損害賠償論のロジッ
クでいえば金っていうのは所詮そんなもんです。だけど同時にそんなもんで
すっていうものの中にね、意味を込めることができる。
　だけど先ほどお話したように緒方正人さんたちがそれをさらに乗り越えて
いこうということを考えたわけですね。これを形にするためにはどうしたら
いいんだろうか。例えば、環境会計っていう、そういう会計を、今どの企業
も取り入れているでしょう。それと同じように、私は共生会計という会計の
立て方ってないんだろうかと思うわけです。皆さんに考えてもらいたい。と
りわけ経営学やってるような人には。水俣病者のほうから言うと、いつまで
も被害者と加害者っていう二分法的な息苦しい形を抜け出したいということ
があるんですね。だから加害者の中にも人間を掬い出していこうとする。自
主交渉のときなんかもそうなんですよね。社長というその位置にもう、必死
にしがみついている人をそこから引き剥がそうとするわけです。それでそこ
から人間を掬い出す、希望を持った人間を掬い出してくることを考えるんで
すね。
　それで、それが現実的かどうかっていう問題以前に、あるいはそれ以後に、
アクチュアリティを経験したいということがありますね。時代の中で私が関
わりを持ったアクチュアルな場所、例えば大本、若者、コミューン、それか
らボランティア活動、市民活動、水俣、高畠との関わり等々、これは次から
次へと乗り換えになってないんです。お話したことは今でも、ずっと続いて
いるんです、私の中で。実際にその関係も続いてます。大本との関わりもず
いぶん長いわけだけれども、今でも続いています。権力派に反旗を翻した人
たちがネットワークの活動を始めています。宗教を超えたネットワークです。
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そういう中でまたあらためてお付き合いの仕方が深まってくる。水俣との関
わりもそうですね。水俣との関わりも済んだことじゃなくてまだまだずっと
続いている。並行した関わりになっているんですか、という質問があったん
ですけれども、実際そのとおりですね。並行しているんです。全てのことが、
並行し、重なり合い、交差している。並行しているんだけれども、例えば水
俣と、高畠との関わりっていうことになると、それは全く別個のことが並行
してるんじゃなくて、相互に響き合っているし、高畠での水俣展のように、
交差もしている。
　水俣なら水俣との関わり方、あるいは立ち方が、その意味では一貫性があ
るんだけど、その中で変わっていくんですね。私自身が変わっていくし、そ
れから水俣のほうも変わっていくんですね。私がボランティア学会を播磨靖
夫さんたちと立ち上げていったときに、宇井純さんが、私がやって来たこと
はボランティア活動だったと言って入って来られた。そのことはみんなにイ
ンパクトをもたらしているんです。宇井純さんがボランティアなら、ボラン
ティアはじゃあどこに立つんだって、市民社会の多数派の位置に立ってるわ
けじゃない、市民社会の裂け目、エッジに立っていて、周縁と響き合ってい
ることがはっきりしてくるわけです。ボランティアの立ち方がそこから人間
の政治のほうへ近づいていくし、そのことが分かってくると今度は逆に水俣
病者たちが市民活動に心を開いてくる。並行しているんだけれど相互の変容
があるんですよ、それぞれに。
　だからそういう点でいうと反公害の運動ということからはじまったんでし
ょうけれど、遥かにそういうことを超えていく、それで学問のほうが公害
という問題の立て方は今や古いといって環境というふうにいっちゃうんです
ね。だけど現場で言えばむしろ、環境っていうふうな問題を立てたことで失
われていくものが認識されて来ていますね。もう一回公害ってことをしっか
りと見取りながら、しかもそれを狭い意味の反公害に閉じ込めるのじゃなく
て、もっと広い形の人間の政治のほうに拡張しようとしている。そういう状
況です。
　チッソは企業としては、水俣の能の奉納に参加しないんです。その意味で
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は、加害責任の共有というふうにはなっていないんです。だけど、個々の人
たちが参加する。こういうことは前例がなかったことなんです。実際私が、
能を奉納するための実行委員会に行くと、その実行委員会の中に楽しそうに
している若者がいるんです。その若者はチッソに勤めている人なんです。真
昼間に委員会にいて、とうとうと自分の意見を述べている。で、お前さんこ
んなところにいていいのって、みんなが彼が首になるぞって心配するんです
よ。その社員の若い人は、いやあ、首になったっていいですよ、なんていっ
てね、その場にいるんですけれども、チッソの社員が実際、かなり自由な仕
方でアイデンティティ抜きでその場にいるわけです。そういうことが、全体
化されてはいないんです。チッソが全員参加するということはたぶん永久に
ありえないでしょう。だけどそういう人が一人、二人いるということがすご
く重要ではないでしょうか。
　私は言われてみれば若者に関心をずっと持っているということは、確かに
そうですね。どうしてかなあ。自分ではよくわからないけれど、E.H. エリ
クソンの言い方でいえば、extended youth 引き伸ばされた青年期を殊更に
未完の状態に置いておく、たぶん自分の中のその問題かもしれないんです。
アイデンティティなんていうものはありえないし、それからそんなものを私
は獲得しましたって言ったとたんにそれはアイデンティティじゃないし。だ
からアイデンティティは永遠に獲得できないものです。民族的なアイデンテ
ィティっていうふうにいってしまうんだけども、そういうものじゃないよう
なアイデンティティ、その人にとっての真正なアイデンティティということ
でいえば、そんなものはやっぱりないのかもしれないですね。だけど、それ
が、自分の中で青年のイメージに置き換えられてとらえられていくというこ
とはあると思う。若者のイメージで。その若者ってなにかっていえば、変わ
るっていうことですよ、他者と出会って自他ともに変るっていうこと。世の
中書き換えちゃうっていうことですよ。だからたぶんそれを自分の中で保っ
ていくっていうことが、若い人たちとの付き合いとか関心に繋がっていくの
かもしれないですね。
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　私の最初の本は、『やさしさのゆくえ = 現代青年論』（薩摩書房）でした。
最初の本っていうのは多分に尾を引くんじゃないですか（笑）。最初の本に
なにもかもあるんです。全てを投げ込むんですね。なにやっても、最初の本
のことが反復する、記憶みたいにしてね。天田さんもそうでしょう。自分の
原点は何か、と言われたと思うんです。これは立岩さんの言葉だと原風景か
な。
　私の原風景は、こういう光景です。二階の部屋から洪水の風景が音もなく
広がっているのが見える。満々とした茶色の洪水が見える。それが一階の軒
先まで来てるんです。二階の窓から船に乗って、洪水に浸かった家を去る。
その光景なんですね。その原風景に人はいないのです。人は見えない。だけ
どその舟があって、洪水があって、水に浸かった家がある。そこから私が助
けられるというか、舟に乗っていく寸前の光景。あるときそのイメージを語
ったら親は驚いたんです、実際にそれはあったことだったと。私は宇都宮に
生まれましたが、父が数学と物理学の教員で、職場の関係で足利に移った。
その足利でそういう洪水があったんですね、渡良瀬川の氾濫だったんです。
それが私の最初の原風景です。
　いくつもの原風景が絵のようにして自分の中で反復されるわけですね。渡
良瀬川に関わる原風景に、続きがあります。群馬県の太田市のおじいさんの
家に小さいとき遊びに行くんです。行く度に「偉いお上人さん」の話を聞か
されるんです。蓑笠つけて、雨が降ると田の状態はどうかといって訪ねて来
る。変なじじいって思っていたんですが、名前も知らなかった。ずいぶん後
になってから田中正造と知るわけです。渡良瀬川の洪水の原風景と初めて結
びついた。
　最近のことですが、谷中村跡地にミニスカートで石牟礼道子さんが立って
いる古い写真を見ました。水俣病者たちは水俣病闘争のかなり早い時期に、
足尾・渡良瀬川・谷中村跡地を訪れています。田中正造と谷中村の人々の闘
い方に大いに学ぶところがあり、その精神は水俣病闘争の骨格に受け継がれ
ています。水俣の原風景と谷中村の原風景は響き合っています。ですから、
渡良瀬川周辺で水俣展と田中正造・谷中村展を一緒に開きたいね、と宇井純
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さんと話していましたが、宇井さんは亡くなってしまった。でも、これは実
現したい、私の夢ですね。理不尽なこと、不条理なことの経験から、初発の
問いか生まれます。後知恵として言えることですが、その問いは、個人史と
歴史の交差する場所に生まれます。問いは最初確たる形を取っていないけれ
ども、手放さない。身体化されているから手放せない。問いの探究は他者を
呼び寄せます。他者との道行きがさらなる問いを生みます。問いと探究の、
反復・変奏・連鎖が、ライフサイクルと歴史の転回の中で、進行します。複
数の他者と織りなす研究の中に、再び初原の問いに遡行し、かつ来たるべき
問いを予兆して、戦慄の中に、両者が円環をなして出会う場所を創る探究行
為が始まります。見果てぬ夢のように。
（天田）せっかく議論が盛りあがってきたところで申し訳ないのですが、だ
いぶ時間が超過しておりますので、ひとまずはここで終了させていただけば
と思います。なお、ひとつだけアナウンスをしておきます。今日 18 時から
いつもどおりの代わり映えのしない店で、栗原先生を囲んで懇親会をするこ
とになっています。この場で十分話せないことについて、あるいはもっと聞
きたいこと、たくさんあるかと思いますので、ぜひこの懇親会の中で直接
いろいろ話をしていただければと思っています。すでに 25 分超過ですので、
ひとまずはこれで今日の栗原先生を囲んでのグローバル COE「生存学」創
成拠点の研究会「歴史のなかにおける問い─栗原彬先生に聞く」を終了さ
せていただきます。栗原先生、本日は本当にお忙しい中、また長時間にわた
って貴重なお話をしてくださいまして、まことにありがとうございました。
参加してくださった皆さんにもお礼申し上げます。
